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マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

喜 び と 幸 福

リーハイは，息子 の ヤコブに，人 が どのよ うに して死 すべ

き状態 にな ったかにつ いて， さらに永遠進歩 の計画 について

説 明 した後，次 のよ うに言 った。

「……万 物 は万物 を知 る者 の全 智に由って成 った
。

アダムが堕落 したの は人類 を生 ず るためであ り，人類 が現

世 に在 るの は幸福を得んためで ある。」 （巫 ニーフ ァイ ２ ：

２４，２５）

ここで言 う幸福 は，次 のよ うに辞書で定義 さ れ て い る。

１．良い ものの獲得 あ るいは期待 によ って湧き起 こる感情 。喜

び。歓喜。 ２．幸せ な状態。至福。 ３．幸せの原因 とな るも

の。 また， 「物事 の好 ま しい状態」 とも定義 されて いる。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは，幸福 を次 のよ うに定義 して い

る。 「私 た ちの存在 の 目的 であ る。 そ して，私 たちが そ こに

通 じる道 に従 ってい けば到達 で きる，存在の究極 目標で ある。

この道 は■， 美徳の道， 公正 の道， 忠実 の道， 神聖 の道 であ

り，神 のあ らゆ る戒 めを守 る道 である。」 （丁即０砺η９Ｓ（ゾ 飾θ

．Ｐ７０φ舵’ノｂｓθ助 ８〃π’ぬ 「予言者 ジ ョセ フ ・ス ミスの教 え」

〔英文〕 Ｐ．２５５，２５６）

幸福 は必ず しも経済的成功を伴 うものではない とい うこど

が，救 い主 の次の言葉 にあらわれて いる。 「……た といた く

さんの物を持 って いて も，人 のいのちは，持 ち物 に’はよ らな

い ので ある。」 （ルカ１２：１５）

無論，生 き続 けるためには，物質的 に必要な ものを確 保 し

なけれ ばな らない。生命 の維持 の準めに） この世の物 も充分

なけれ ばな らない。主御 自身 も，私 たちが物質的 な面で平等

にな らなければ，霊的 な面で平等 になる ことはで きないと言

われた。完全 に主 の計画 に従 って生活で きるようになったと

きには，私 たちは物質的 な面 で平等 になるはずで ある。 しか

し， これが幸福 のす べてではない。『

人 は，外部 か ら与 え られた ものでは，真 の意味で幸福 にな

ることはできない。聖典 には，救 い主 が この地上 にお られ、た

ときに行 なわれた肉体 の癒 しの例 が数 多 く記録 されて いる。

確 かに こうい う癒 しは， 肉体的苦痛や病 いか ら救 いは したが
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必ず しも， 本当の喜 び と幸福 を もたらしたわ けではない。

本 当の喜 びや幸福 は， 霊的に癒 され ることによって得 られ

るもので ある。それは内部か ら生 まれ来 るもので ある。 モル

モン経の， モーサ ヤ書第 ４章の最初 の ４節を読んでみ るとよ

い。 ここには，ベ ンジギ ミン王の説教に閣 き入 って いた群衆

が， みたまの力 によって， 自分た ちの犯 した罪 の大 きさを認

識 した ことが書かれて いる。 自分た ちの罪について ひ どく心

配 した群衆 は，主 に向が って声高 く叫んだ。

「ああ燐み たまえ
。 キ リス トの血 によ る身代 りの瞭罪 の効

力 を及 ぼ して， われ らが各 々そ の罪を赦 されて心を清 め られ

るよ うにな したまえ。 われ らは……神の御子 イエス ・キ リス

トを信 じ奉 る。」 （モーサヤ ４ ：２）

こうして群衆 は， キ リス トを信 じ，悔 い改 めたため に罪の

赦 しを受 けた二。 そ して，罪 が赦 され たために，彼 らの心は喜

びで満 た され た。 また，心 の平安 を得 た。彼 らは霊的 に癒 さ

れたか らであ る。

救 い主 イエス ・キ リス トは，私 たちの霊 を癒す力を持 って

お られ る。あ らゆ る人 の霊 は， それが罪 の重荷を背負 って い

る限 り，病 んでい る。神のいかな る息子，娘 も，神 のみたま

の力 によってその霊が癒 され るまでは，決 して幸福 になる こ

とはで きないので ある。人 が赦 しを受け ると， その霊 は癒 さ

れ，心が安 らか になる。それゆえ， 自らを完全 な者 に しよ う

とい う努力 に応 じて， その幸福 も増 し加え られ るのであ る。

「……汝知るべし。正 しき業

を行う者はよき報いを得，

すなわちこの世に在 りては

平和を得，次の世に在りて

は永遠の生命を得んｑ」（教

義と聖約５９：２３）

そのた夢には，モロナイ書第 ７章でモルモンが述べている愛

の特質♪’すなわち親切，忍耐，謙遜，仁愛を生活の中に取 り

入れ ることで ある。 こうして，最終 的には， モルモンがキ リ

ス トの純粋な愛 と言 った，その愛を心の中で育 む ことがで き

るので ある。 これ こそ，真 の幸 福へ至 る道，人 が私 たちの天

父の ような者 にな るための道であ る。

リーハ イの言葉 によれば，人 は喜 び と幸福 を得 るために創

造 されたが， その喜びや幸福 は， この生 涯 においてのみ経 験

す る もので はない。 もし人が約束 されて いる条件 に合致 した
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生 活をす るな らば，現在 この世 で喜 び と幸福 とを得 る ことが

で きるし， 肉体 を離 れた霊 として復活 を待 って いる間 も， ま

た その後 も永遠 にわた って，喜 び と幸福 とを得 る ことがで き

るのであ る。

主 は予言者 ジ ョセ フ ・ス ミスを通 じて，次 のよ うに言 われ

た 。 「……汝知 るべ し。正 しき業 を行 う者 はよき報 いを得，

す なわ ちこの世 に在 りては平和 を得，次 の世 に在 りては永遠

の生 命を得 ん。」（教義 と聖約５９：２３）

聖典 には，肉体 を離 れた霊 の幸，不幸の状態が， 明確 に記

されてい る。予言者 ジ ョセブが 「教会 の律法を包合す る」啓

示 と述べてい るものの中で，主 は次 のよ うに言 われ た。

幸福は 「私たちがそこに通

じる道に従って行けば到達

できる存在の究極目標であ

る。この道は，美徳の道，

公正の道，忠実の道，神聖

の道であ働 神のあらゆる

戒めを守る道である。」

「汝相愛 して共 に この世 に生 きよ
。 され ば死 にた る者を失

いた るため に涙 を流 し， ことに栄光 あ る復活 の望み を有 たざ

る者のため にいよいよ歎 き悲 しめ。

お よそ，われ にあ りて死ぬ る者 は死 を味 わ うことな し。そ

は死は彼 らにとりて甘 ければな り。 『

また，われにあ らず して死 ぬ る者 は禍 な るか な。 そは，死

は彼 らにとりて苦 ければな り。」（教義 と聖約４２：４５－４７）

また， アル マは息子 の コ リアン トンに次 のよ うに教 えた。

「さて死んでか らよみがえ る時 まで の霊 の有様 はど うで あ

るか と言 うに， ごらん， あ らゆ る人 の霊 はそれが善で あって

も悪で あって も， この死 なな くてはな らぬ肉体 を離れ るとそ

の霊に生命 を与 えた もうた神 が備 えた もうところへ帰 るので

あ る。 これは天 使が私 にお示 しになった。

その時義 しい人 の霊 はパ ラダイス ととなえる幸福 な有様，

す なわ ち安息 と平和 な有様 に入 り一切 のわず らいと憂 い と悲

しみ とを離 れて息む。

次に，悪 人の霊 は……そ との暗やみ の有様 に追 い出 され，

泣 き悲 しんで歯 がみをす るので あ．る。 これ はかれ らが 自分で

罪悪 を犯 し……た結果 である。」（アル マ４０：１１－１３）

ヤコブは， ニー♂ アイ第二書第 ９章 に書かれてい る偉大な

説教 の中で，次 のよ うに言 った。

「……すべての人 々が… …復活す るとかれ らはすで に不死

不滅 となって いるか ら，イ スラエルの聖 者の審判の座 に出な

けれ ばな らない。」 ’こうして裁 かれたあ と，「イ スラエルの

聖者を信 じ，この世 の苦難 を堪 え忍 び，世の辱 しめを物 ともし

ないイス ラエルの聖者の聖徒で ある義人た ちは， この世の始’

めか らかれ らのため に用意 された神の王国を受 け嗣いで，そ

の喜び はとこ しえ に充 ち満 ちる。」 （皿ニーフ ァイ ９ ：１５，

１８）

リーハ イの次の言葉 は，真 に的を射て いる。 「……人類 が

現世 に在 るの は幸福 を得 んためであ る。」（皿ニーファイ ２ １

・２５）主が モ戸セ に次のよ うに言 われた ことか ら
，私 た ちは主

の望みが私た ちの幸福 にあることを知 ってい る。 「…… これ

わが業 に してわが栄光 ，すなわ ち人 に不死不滅 と永遠 の生 命

とを もた らす なり。」 （モーセ １ ：３９）また， アル マが息子の

コ リアン トンに言 つた次の言葉 が真実で あることを知 って い

る。 「……罪悪 は決 して幸福を生 じた ことはない 。」 （アル マ

４１：１０） これ らの言葉 は， 正に私 た ちが必要 としてい るもの

で ある。

「……人はみな現世 に於 て 自由であ り
， およそ人 間のため

にな るものは何で も与 え られ る。 そ して万人 に為 した もうメ

シヤの大 いな る賢い仲裁 によ って 自由 と永遠 の生命 とを選 ぷ

か， また は悪魔 は万人が 自分の ようにみ じめ にな ることを求

めて いるか ら，その束 縛 と力に由 って定 ま る束縛 と死 とを選

ぶか， これ は全 く人間 の自由であ る。」 （皿ニーフ ァイ ２ ：

２７）

「それで あるか ら
， あなたた ちは喜 び勇め。 そ して， あな

たた ちは自分の思 う通 りに行 う自由があ るか ら， 限 りない死．

の道 〔不幸〕を選ぶかまたは永遠 の生命 の道 〔喜 び と幸福〕

を選ぶか は， 各 自の 自由で あることをおぼえてお け。」（皿ニ

ーフ ァ・イ１０：２３）
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紀元 ６４年， ローマは壮大 な都市で あ

った。 そ こは， イング ラン ドか らユー

フラテスにまで及 ぶ，史上最強 の帝 国

の中心地 であ った。 ・ｆエスが誕生 され

た 当時統治 の座 についていた最初 の皇

帝 アウグス トは， レンガ造 りの都市 ロ

ーマを大理 石の都市 に した ことを誇 っ

て いた。またその後 の皇 帝たち も，互

いに競 い合 って巨大な建造物 を建 て，

永遠の都を飾 った。それ らの建造物 は

今 なお旅行者の心に驚異 と喜 びを与 え

て いる。

１００

紀元６４年に大火があり，都の貧民 く

つを焼き払った。その様は地獄さなが

らであった。そのとき王座についてい

たのは，半狂人の皇帝 ネロであった。

彼は自ら芸術家であるとうぬぼれ，ま

た都ローマを美 しくするという大計画

を達成 して自分の名を永久の記念碑と

して残すため，人民を長い間苦 しめた。

またそのようにして財をなすことに何

の恥 らいも感 じない男であった。皇帝

が放火犯人だといううわさが立ったと

き，彼は巧みにその責めを他に転化 し
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よ うとした。そ して， この大都市 の新

しい宗教 の間ですでに不興 をかってい

た ク リスチ ャンと呼ばれる集 団を， そ

の犠牲 と した。 ネロは直 ちに彼 らを逮

捕 させ ，その上丁重 に も，残酷 な拷問

の場 として 自分 の競技場 を使 うよ う申

し出たのであ った。 ローマの歴史家 タ

キ トゥスは，次 のよ うに記録 してい る。

「……あ る者 は野獣 の皮 で全身 をお

おわれ，犬に噛み裂 かれた。 また別の

者た ちは，十字 架にかけ られて火 あぶ

りにされ， 日没後 の夜空 を焦 が した。

……彼 らの罪は，最 高の厳罰 を受 け る

に値す るものであ ったけれ ども，人 々

の同情心をか き立てた。 それは彼 らが

公民のためではな く，一 個人 の怒 りの

気持を満たすために殺 されたか らであ

る。」１

この恐怖の 日々が過 ぎて間 もな く，

マル コは，殉教 した教会の指導者 の話

を保存 したい と思い，現 在マル コによ

る福音書 と して知 られてい る書 を誌す

ことに した。 マル コが第一に意 図 した

のは，ペ テロやその他の人々か らしば

しば聞 いていた，キ リス トの偉大 な御

業を書 き残す ことであ った。その１０年

か ら１５年 ほど後に， マ タイ， 次いでル

カが，それぞれ福音書を書 いた と思え

る。ふた りは彼 らの記録 の中に， マル

コが誌 して いたほ とん どすべての事柄

のほか に，イ エスの生涯 と教 えを明 ら

かにす るに役立つ特別 に重要な事 柄を

加 えた。 ヨハネによる福音書 は さらに

後年 （紀元 ９０年か ら １００年の間） に誌

され，新約聖書の中で は最 も後期 の も

の とされて いる。

で はなぜ彼 らはそれ ほど長 く待たな

けれ ばな らなか ったのだ ろうか。それ

には次 の幾つかの理由が考え られ る。

（１伝 道 の業 に奮励す るあま り，著作活

動 まで手が 回 らなか った，〔２僕 際にイ

エスを知 って いた人 々か ら話 を聞 き，



適格 な記録を残す ため，（３）キ リス トの

再降臨が近 く２，また明 らか にその とき

には記録 は全 く必要な いと信 じていた

ため。

そのよ うに福音書が書かれたのは後

年で あるために， その真実性を勘繰 る

人 もいる。 しか し福音書の著者た ちは

彼 らの記録 した言葉や出来事を記憶 に

だけ頼 ったので あろ うか。 また この と

きまでにイエスの話が曲解 され，飾 り

立 て ちれる ことが あ り得ただ ろうか。

聖書学者 は，福音書の著者た ちが信頼

でき る口伝 えの資料 のほか に， それ以

前 の記録 か らも多 くの情報を得ていた

と信 じて いるが， この ことを知れば先

に挙 げた問題 もな くなるで あろう。ル

カはその書 き出 しの部分 に，彼以前 に

も 「多 くの人」が キ リス トにつ いて書

いている と語 り， この点を証拠立てて

いる （ル カ １：１－ ４参照）。 また，

２世紀初頭 に小 アジアの ヒエラポ リス

で監督 を して いたパ ピアスは，次の よ

うな興味 ある言葉を残 して いる。 「マ

タイはヘ ブ ライ語で イエスの言葉を記

録 した。 そ して人 は皆精一杯 これ らの

言葉 を解釈 した。」３人 々はこの記録か

ら， マタイは十二使徒 の内の記録者で

後年他 の人 々に用 い られた 日誌を書 い

ていた と考 えるよ うになった。パ ピァ

スは，学者 たちが 「Ｑ」の文字で表わ

してい る，福音書前 のある文書 につ い

て も述 べている。 この 「Ｑ」 は，資料

を意味す る ドイツ語 「Ｑｕｅｌｌｅ」を表象

している。 また学者 たちは， マタイと

ル カが誌 したイエスの教 えの多 くに共

通点 があ ることを見 出 した。 これ は，

両福音書 の資料 として 「Ｑ」が使 われ

てい ることを示 している。言 うまで も

な くモル モンの学徒 に とっては，聖書

の真 実性 を堅 く支持す る上 で， この証

拠 は二次 的な もの であ る。 と言 うのは

キ リス トを証 す る第二 の書， モルモン

経が あるか らであ る４。

福音書 は当時作 成 された ものではあ

るが，新約聖書中の最 も早 い時期に誌

され た書で はない。キ リス トが死んで

復活 され た後，使徒た ちは，驚 くほ ど

精力的 に，地中海地方 に福 音を宣べ伝

え始 めた。ル カはこのすば らしい業 を

簡潔 な歴史 と して書 き留めてい る。そ

れが使徒行伝 と言われ るものであ る。

福音書 は， キ リス トが十字架 にか けら

れ た ときに使徒た ちの抱いた落胆の気

持が，復活 なさった メシヤを 目にし，

その傷 口に触れた ことによ って，いか

に早 く拭 い去 られたかを告げてい る。

熱意 に燃 え， 「全世界 に出て行 って，

すべ ての造 られた もの に福音を宣べ伝

えよ」 （マル コ！６：１５） と救い主か ら

命 じられ た神聖 な務 めを負 って，使徒

たちは熱心 に この 「良 きお とずれ」を

宣べ伝 えた。使徒 たちはあ らゆ る方向

に散 り，宣べ伝 えたと言われて いる。

トマスはイン ドのはるか東方 まで行 っ

た と思 われ る。 ピ リピはエジプ トで働

き， パウ ロは小 アジアとギ リシャに行

き， ペテ ロはパ レスチナと西方で教え

を説 いた。彼 らの伝道 に匹敵す るもの

は全 くない。 ペテロの大胆 な言葉は，

彼 らの姿勢を特徴づ けて いる。 「神 に

聞き従 うよ りも， あなたが たに聞 き従

う方 が，神 の前 に正 しいか どうか，判

断 して もらいたい。 わた したちと して

は， 自分 の見 たこ と聞 いた ことを，語

らないわけにはいか ない。」 （使徒 ４ ：

１９，２０）使徒行伝 には，最 も勇敢な ク

リスチ ャンのひ とりで あった，使徒パ

ウ ロの伝道 の業が主 に誌 されて いる。

パウ ロはその伝道 の業 を果 た して いる

間に，地方 の教会 内に起 こった諸問題

を扱 った非常 に多 くの手紙 を書 いて い

る。 これ らの書簡 は，新約聖書 中の各

書 の中で も早 い時期 に書 か れ た も の

で，紀元５０年 か ら６４年 の間に誌 され て

いる。パ ウロは， キ リス ト教に奇跡 的

な改宗を遂げ る前 は， ユダヤの ラビの

教 えを学んで いた。 そのた あ，彼の手

紙 の多 くは力強 いもので，同時代の他

の人 の手紙 とは異 なっていた。従 って

彼 の書簡 は非常 に表現が巧みで，非常

に有益 な教 えを含んで いる。

ヘブル人へ の手紙や ７つ の一般的 な

書簡， および黙示録 など， その他の書

はほ とんど， １世紀 の後半期 に，教会

内外 の諸問題 に直面 して書かれた もの

である。ヘ ブル人への手紙 お よびペ テ

ロの第一 の手紙，黙示録は， ローマ政

府 に対抗す るためのク リスチャンとし

ての答 えを与 えて いる。 ドミテ ィアヌ

スの統治中 （８１－９６年） に，多 くの地

方で皇帝礼拝が義務づ け られた。多 く

の信心深 いク リスチャンは，神への忠

誠 を固持 したので，国家か らの迫害 の

危機 にさ らされ た。愛弟子 ヨハ ネが，

ローマ政府 と宗教 を，黙示録 によって

陰 なが ら攻撃 を加 えたのは， この暗黒

時代 のク リスチ ャンを励 ますた めで あ

った。 ヨハネは，多年 にわ たる善悪の

灘 ：叢 誌１
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抗争をきわめて比喩的に描写 し，神の

王国の最終的な勝利で結んでいる。

ヘブル人への手紙が書かれたのは，

ローマに住む早ダヤ人のクリスチャン

に，ユダヤ教に立ち戻ることによって

安易な道をとることのないように自覚

ざ；偉ることであった。著者は，ユダヤ

教よりキリス ト教が，また旧約時代の

予言者や祭司よりもキリス トが優れて

いることを示すために書いている。

教会り直面 したもうひとつの問題は

異教の教義 と分派であり，その中で最

も危険なものはグノーシス主義であら

た。パゥロの幾つかの手紙は，当時の

この異教り出現を攻撃 している。グノ

ーシスの活動は， ２世紀の教会にとっ
」てきわめて角険なものとな

った。 ヨハ

ネの３つの手紙 とユダの手紙，ペテロ

の第二の手紙は，本来はこの危険な異

教を攻撃 し，教会の教えを守ることを

意図 して書かれたものである。

新約聖書中の最後あ書が書かれた２

世紀初頭には，まだ新約聖書は存在 し

なかった。では，これら別々の書はど

のようにして集められ，聖典 とみなさ

れるようになったのであろうか。

当時のクリスチャンはユダヤ人が多

く，彼 ら自身すでにユダヤの教えから

離れてはいたが，聖典 として最初に受

．け入れたのは旧約聖書であった。イエ

スは，ユダヤの信仰に伴 う幾つかの慣

、習を拒み，自分はモーセの律法を成就
ち 　

しゴ改 めるため に来 準のであ ると宣言

された。それ故 ，イ エスの教えは，旧

約聖書 の記述 よ りも大 きな権威が 菊る

．とみな されて いる。パ ウロもまた， 毛

一セの
．律法 に勝 る教義上 の見解 と啓示

を心 に抱いてい た。律法 は単 に 「わた

したちを キ リ ス トに連れて行 く養育

掛」．（ガラテヤ 皐 １２４）で あると・パ

ウ ロは語 って いるｂ そ．の ようには じめ

か ら， イエスと使徒 たち の教 えには，

１０２

旧約聖書中の教えに等 しいか， あるい

はそれに勝 る権威 があ った と考 え られ

てい る．。

使徒行伝 は，使徒 がみたまの勧 めを

受け る人であ り，承認 された神 の代弁

者 であ るごと．を告 げている。 それ故彼

らの言葉 と手紙 が，教会 において その

よ うにみなされていた と結論づ けるこ

とは 自明の理で ある。パ ウロは，彼の

説 いた教 えが人 の知恵で はな く，主の

霊感で あ ることをはっきり述べて いる

（１コリン ト２章）。パ ウロはガ ラテ

ヤの聖徒 にあてて，彼 の説 いた福音 は

「人 間による もので は」 な く
， 「イエ

ス ・キ リス トの啓示 によった」 もので

ある と書 き送 った （ガ ラテ ヤ １ ：１１

１２）。 またパウロは，彼 の書 いた事柄

は 「主 の命令」 とまさに同 じで あると

力強 く宣言 している （１コ リン ト１４：

３７）。 テサロニケの聖徒 にあてた第二

の手紙で，パ ウロは 「言葉 や手紙 で教

え られ た」教えを堅 く守 るよ うに勧 め

て いる （亙テサ ロニケ ２ ：１５）。 さら

に， １テモテと 玉ペ テロの著者は，そ

れ以前 に誌 された新 約聖書 中の書 を聖

書 と言 って いる （１テモテ ５ ：．１８， 皿

ペ テロ ３ ：１５，１６）。 この ことか ら，

使徒だ ちは，彼 らの書 き物を権威 があ

り，聖典 に等 しいもので あると考 えて

いたと言え る。 これ らの記録を受 け取

った教会員が， これ らを霊感を受 けて

誌 され た使徒 の言葉 と して重ん じたこ

とは， まぎれ もない事実で ある。パ ウ

ロの手紙 は，旧約聖書 の章句 と共 に，

教会 の集会で読 まれ た （コロサイ ４ ：

１６１ １テサ ロニケ ５ ：２７）。今 日私 た

ちが教会幹部 のす ば らしい説教を写 し

ｒ取 るよ うに
， 時 を経 るにつれ， ζれ ら

当時のク リスチ ャンの書 き物 も写 し取

られ， また書 き取 られ た。

ではなぜ， どのよ うな力が これ らの

』書 き
．物を聖典 としてひ とつに集 めるよ

、

うに人々をかりたてたのであろうか。

主な点と．して次のものが挙げられる。

（１）教会は ２世紀に入 り，イエスを個人

的に知 っていた人々が，ほとんどすべ

て死んでしまった。そのために，救い

主に関す る貴重な回顧の記録を保存し

ておきたいという気持が高まった。②

キリス トの再降臨が切迫 していること

を信 じる気持が薄 らぎ，教義的にも組

織的にも教会を安定させる必要性が増

してきた。（３）イ土スと使徒についての

にせの文書が出回っていたため，疑わ

しい記録 と確実に切 り離す必要が生じ

た。｛４）背教的な教義が教会を混乱 させ

ており，多 くの人々が信仰を危 くして

いた。 これ らの背教者や非難者に答え

る良い方法として，承諾 し得る真理が

含まれており，権威のある教義の書を

指摘すること以上のものがあるだろう

か。

全 く奇妙なことであるが，新約聖書

を編纂する活動を刺激 しためは， ２世

紀，のある最 も名高い背教者であった。

その名をマルシオンと言い，小アジア

のポン ト出身の富裕な船主であった。

マルシオンは，ユダヤ教およびユダヤ

人の威勢か ら教会を完全に切り離 して

しまいたいと考えた。１そして彼は，、ｒ教

会では旧約聖書を受け入れず，それに
’代わる独 自の経典を持つようにと発案

した。そのために，ルカによる福音書

とパウロ（ひ１０通の手紙を経典にするよ

う提案 した。ところが後にマルシオン

は破門され，１強力な背教者の一党に入

ってしまった。 しか しなが ら，それで

もなお彼は，クリスチャンの聖典 に関

心を払い続けた。それから間もな く，

その他の著名なクリスチャンたちが，

好ましい一連の書き物を推薦するに至

った。その後 ２００年間，キリス ト教会

の指導者たちは，教会所有の文書類を

念入 りに取捨 し，最後にわずか２７の短

４
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い冊子と手紙を選んで，新約聖書とし

．た。

経典に四福音書 と大部分のパウロの

手紙 とを入れることについては，初め

か らほとんど異論がなかった。しかし

著者が不明の，あるいは価値め疑わし

い，後年のクリスチャンの書 き物を入

れるかどうかについては，多くの議論

がたたかわされた。次第に数の増 して

くる著者のわからない福音書，行伝，

手紙は，問題を一層複雑にした。なぜ

なら，それら多 くも使徒の著わしたも

のであると主張 されていた か らで あ

る。Ｍ ・Ｒ ・ジェームズの 「新約時代

の著者不明の書」 （丁舵 五ρｏｏ７ッ助 α１

地 ω ７「θＳ如〃Ｚθ彫） には， これ らの文

書類からの６００ページに及ぶ選集が挙

げられている。・これらの書のほとんど

は，経典のまじめな内容かちは明 らか

にほど遠い，奇抜で異端の話を含んで

いる。 これ ら聖書外典の福音書の多 く

は，イエスめ生涯の知 られていない期

間に関する興味ある話を取り上げ，ま

たギャップを埋めるために多 くの物語

を扱っている。例えば，グノーシスの

経典である トマス’による福音書には，

イエスがその少年時代に，粘土で動物

を造り，それからそれらの動物を生か

して友だちを驚かせた話が出ている５。

また同じ書の中に， ヨセブがあやまっ

て板を短 く切 りすぎたが，幼いイエス

がそれを手に取 り，望みの長さに引き

のばす，奇跡を現わ したことも出てい

る６。マリヤが肉体を持ったまま昇天し 』

た話 も幾つかあり，カ トリック教会は

その伝説をあり得 る真理 として後に受

け入れた７。 また使徒たちに関する同

様のあり得べからざる話 もある。 これ

ら多 くの話は中世には広 く知 られてお

り，また現在 もこのような作 り話は廃

れていな．いのである。

一方 これ らの書と異なり，新約聖書

の中に加えてもよいほど，非常に貴ば

れていた書 も幾つかある。これらの中

で最 も重要なものは， ２世紀初頭 に書

かれたもので，クレメンスの手紙 バ

ルナバの手紙 ヘルマスの牧者，十二

使徒の教訓 （通称デ ィダケー），ペテ

ロ．の黙示録などが挙げられる。

紀元 ２００年までには， どの書を新約

聖書の中に入れるべきかということに

ついて，ほとんど意見の一致をみてい

た。このことは，紀元 １８０年頃の書を

写し取 った写本がよく立証 している。

この写本は，１８世紀にそれを発見 した

イタリアの古典学者にちなんで，ムラ

トリ断片 と呼ばれており， 亡・一マ教会

の新約聖書 目録が誌されている。そ し

てそこには，四福音書 と使徒行伝，パ

ウロの１３の手紙，ユダの手紙 ヨハネ

の２つの手紙，黙示録が挙げられてい

る。またペテロの黙示録も条件付で承

認され，ヘルマスの牧者も読む価値の

ある書として紹介されている。しかし

ヘブル，ペテロ第二，ヤコブおよびヨ

ハネの各手紙 と黙示録は， ．その後 １００

年間ほど教会間で議論を呼んだ。例え

ば，コンスタンチヌス大帝時代のキ リ

ス ト教歴史家エウセビオスが， ３応 年

に著わした著書に，受け入れの状態に

応 じて各書を次の４つの範ちゅうに分

けていることは，驚 くべき こ とで あ

る ：ω認められる書，②論議を呼んで

いる書，（３）偽造の書，（４｝不敬で，考慮

に値 しない書８。

このわずかに残された問題 もやがて

解決 し，聖典の規範 も定まった６聖 ζ

エロニムスのラテン語訳聖書ウルガタ

は，この問題を解決するのに大きなカ

を示 した。このヒエロニムスの新約聖

書には，現在私たちの使用 している２７

の書が含まれていた。キリス ト教徒た

ちが，経典としての書を限定 し，それ

以外は聖典も啓示 も存在しないと考え

ていることは，末日聖徒にとっては喜

ば しくないことである。

この話から明らかなひとつの重要な

点は，経典の注意深い取捨選択に見 ら

れる，新約聖書の信頼性に関する概念

である。教義の正 しさ，二般の扱い，

著者の信頼性に関するテス トを通過 し ・

なかった書は，聖典 として認められな

かった。この事実は， この無類の記録

に対する私たちの信頼を強いものにし

ている。

、難韻雛
撒撚 離

響 藁 、

露
注

・１
，Ｔａｃｉｔｕｓ教。４勉 σ１６ｓ 「年 代 記 」 １５：４４。

ＲａｙＣ．Ｐｅｔｒｙ，孟 丑 げ８’ｏノツｏ∫Ｃん７∫ｓ’勿 擁 ’夕

「キ リス ト教 史 」 Ｐ・４２よ り引用。 ・

２・ イエ スは 簾 た ちに 再 階 の 購 明 ら奪 鱒

して お られ な い。 使 徒 １ ：６， ７参 照 。

３， Ｅｕｓｅｂｉｕｓ， Ｔゐθ π げε，０７ッ ｏノ 彦々 θ Ｃん彿κ 乃

ノ７０吻 Ｃ〃 ’ｓ” ｏＣｏ％３彦σ％’」π６ 「キ リス トか

ら コ ソス タ ソチ ヌス帝 に 至 る ま で の教 会史 」

Ｇ．Ａ．Ｗ ｉｎｉａｍｓｏｎ英 訳 ， Ｐ．１５２

４， １ニ ー フ ァイ １３：４０， モ ル モ ソ ７ ：８， ９参

照 。

５，Ｍ ｏｎｔａｇｕｅ ＲｈｏｄｅｓＪａｍ ｅｓ，丁舵 助 ０６７ｙ・

効 σ１２Ｖ６ω 丁召５如 〃犯撹 「新 約 時代 の著 者 不

明 の 書 」 Ｐ．４９

６， 同， Ｐ．５７

７， 同 ， Ｐ．１９４ ｆｆ

８， Ｅｕｓｅｂｉｕｓ，前 掲 書 ， Ｐ．１３４－ ３５
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福祉 こそ

教会である

ベ ヒ

ジ ュ ニ ア ・ラ イ ト・チ ャ イ ル ド

兄 弟 の 談 話

１９３６年，主は教会福祉プログラムの構想を啓示され，大管

長会はパイオニアステーキ部の若きステーキ部長ハロル ド・

Ｂ ・リーを，このプログラム組織化のために召した。以来数

十年の内にプログラムは全教会的に発展し，こうして貧困者

の援助と，富めるときのみならず欠乏のときにも教会員が自

立するよう援助することの重要性は，何年も前から明示され

てきたのである。

１９７２年，ジュニア・ライト・チャイル ド兄弟が，現在福祉

活動として知られるこのプログラムの実務部長に召された。

彼は管理監督会の指揮下で，教会員の物的安寧と霊的成長を

助けるための広範な責任を受け持 っている。

「エンサイン」編集局員との会見の席上，チャイル ド兄弟

は，最近発表された新しい目標 と共に，開始以来 このプログ

ラムの骨子となっている福祉活動の原則について，次のよう

に語った。

ジ ュニ ア ・ライ ト ・チ ャイル ド

教会福 祉活 動実務部長

１０４

翁

エンサイン 福音の申で，福祉プログラムの果たす役割は何

でしょうか。

チ ャイル ド兄弟 ：福祉活動 は困窮者救援対策 だけでな く，福

音の原則，それ も基礎 とな るひ とつの原則で もあるのです。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニ ー副管長 は， 「福祉 は教会 のプログ ラ

ムで はない。それは教 会その ものである」 と言 いま した。福

祉は，福 音の教えや原 則の実践 なのです。私 たちの地上での

目的は，天 父の御前 に帰 る ことがで きるよ うに完全 にな るこ

とです。

学 ばな くてはな らない霊的 な真理 や，身 につ けな くてはな

らない行 ないの多 くが，福祉活動 とい うもの に密接 に結びつ

いています。 た とえば一番大切 な第一の戒め は主を愛す るこ

とで，二 番 目の戒 めは， 「自分 を愛す るよ うにあなたの隣 り

入を愛せ よ」 （マタイ２２：３９）です。私た ちは愛を どのよ う

に して示 すので しょうか。 「汝 らもしわれを愛すれば，われ

に仕 え……るべきな り」（教義 と聖 約４２：２９）これが奉仕の原

則 です。ベ ンジ ャ ミン王 は この ことを強調 して ，次の ように

言 いま した。 「……お前 たちが 同胞のた めに務め るのは，た

だお前 たちの神 のために務 めるので ある…… 。」 （モーサヤ ２

：１７）

エンサイン ：このような成長，奉仕の概念と，他の社会福祉

プログラムとの関係はどのようなものですか。

チ ャイル ド兄弟 ：私 たちは， いかに善意で あろうとも， 自分

でで きる ことを して あげて はな らない と考 えています。私 た

ちは成長 しな くて はな りません。 自分でで きること， 自分で

す るべき ことを他人 に して もらって いて は，私た ちは成 長 し

ません。

国の政府 その他 も， 自己を扶養で きない人 たちを喜んで助

けるで し ょう。けれ ども，人 のために心か らの真の犠牲を払

うことは，福 音にあ って成長 する上 で永遠 に存続す る原則で

あり， 日の栄 の原 則なので す。約束 され た祝福を受 けたいな

ら， この ことをなおざ りにはで きません。

エンサイン：その奉仕と犠牲の原則はどこまで及ぶのですか。

チャイル ド兄弟 ：私たちは自分 と自分の家族全員に責任を負



っている ことを認識 しな くて はな りません。パ ウロは こう言 ‘

っています。 「も しある人が，その親 族を， ことに 自分 の家

族 をか え りみな い場合 には，その信仰を捨 てた ことにな るの

で あって，不信者以上 にわ るい。」 （１テモ テ ５ ：８） また教

義 と聖 約 に１は，妻 は夫に，１子供 は父親 に扶養 を要求 する権利

が あると書 いてあ ります。 （教義 と聖約８３参照） ス ティー ブ

ン ・玉 ・リチ ャーズ長老 は，家族 の一致 につ い て の 話 の中

で， 「もし， 自分はパ ンを得 られ るのに，年老 いた父母 や近

親 者が社会福祉 に頼 ってい ると知 っ．たな らば，食物 も満足 に

の どを通 らぬ ことであろ う」 と言 いま した。（「大会報告」．１９

４４年１０月 ８日）

エンサイン：教会の兄弟姉妹に援助を受けるのを た め ら っ

て，むしろ政府機関に頼ろうとする教会員がいますか。

一チャイル ド兄弟 ：そのような態度にはいろいろな理由があり

ますが，援助を必要 とするにふさわ しい教会員は，そのよう

に考えるべきではありません。そ うする人は他め人が自分の

ために尽 くすことで祝福を受けるのを妨げ， 自分で福音の恵

みを受けるのを拒んでいることになります。必要に応 じて福

祉の恩恵にあずかζことは，教会の意図す ると，ころであり，

教会員は何 ら恥 じる必要がないのです。困っている人は教会

のもっとほかの祝福にもあずかります。彼 らは主の戒めを守

り，断食献金を納めてきて， これまでも，またこれか らも喜

んで福祉計画の中で奉仕 したいと思っているのですから，福

祉計画から差 し出される援助を受けるべきです。

教会員は自分の受ける援助に対 して， 「能力の及ぶ範囲内

で」働 くように期待 されるので， 自尊心を失 うことはないと

いうことを理解すれば，ためらいは消えます。この労働の原

則は福祉の根本です。

献金を納め．ることは主の戒めです。私たちは断食証会に先立

って２４時間断食をし，それから喜んで断食献金を捧げな くて

はなりません。 こうして集まった基金はワー ド部で困ってい

る人のために使われますが，献金だけでそれがまかなえない

ワー ド部では，ほかのワー ド部の剰余金が使われます。断食

と断食献金はほとんどの人ができることです。それにこの戒

めを守る人には霊的な祝福や力が与えられます。

エンサイン ：チャイル ド兄弟，教会が承認 している政府の福

祉計画といったものはあるのでしょうか。

チャイル ド兄弟 ：個人や会社で将来のために基金を貯める計

画を促進 している国があります。そのような計画は教会も賛

成しています。自分の将来の用意をしていることになるので

すから。

エンサイン ：教会員の何パーセン トが，実際に福祉活動の恩

恵にあずかっているのでしょうか。

チャイル ド兄弟 ：全員です。ただ，何人が物的な恩恵を受け

ているのかということになれば， ３．８パーセントという答え

になります。 しか しそれより大事なのは霊的な恩恵で，それ

は末日聖徒全員に必要です。私允ちが完全になるには，与え

たり犠牲を捧げたり，救い主の模範に従 ったりすることが必

要です。私の口からはその大切さを言い尽 くせるものではあ

りません。利己心を克服 し，隣人に奉仕することで主に愛を

示す機会は，すべての人に必要なのです。

エ ンサイ ン ：ワー ド部 の段階で は， その奉仕計 画 はどのよ う

に して立て られるのです か。 ． ．， ゼ、

エンサイン ：断食献金のことが話にのぼりましたが，福祉活

動の中で断食献金はどのように使われているのか説明して下

さいませんか。

チャイル ド兄弟 ：援助は３つあ方法で行なわれます。それは

奉仕活動と，ステーキ部やワード部の福祉計画に基いて生産

された日用品の支給と，必要であれば現金の支給です。 この

現金が教会員の断食献傘から支払われるのです。断食と断食

チャイ’ル ド兄弟 ：プログラムの原則に則って，ワ’一 ド部の会

員のこの世的な苦労を軽減 してあげることが，ワード部福祉

委員会の責任です。 この奉仕は非常に大切・ですが，福祉委員

会や神権定員会の役割で もっと大切なのは，その家族が再び

自立 し，自分の力でやっていけるようになるように手伝 って

あげることです。幾つか例をあげて説明しましよう。

数人の子供がある定員会の会員が，骨の変形する病気 にか

かって歩けなくなり，手仕事を始めました。監督の指示の下
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で福祉プログラムの担当者たちが，彼 にどんなことができる

のかを判断 し，家族や親戚に援助を要請してから，子供たち

に必要な物資を与え，保険で払い切れない病院費用め面倒を

見ました。それか らメルケゼデク神権定員会がその父親を ２

年間学校に通わせ，彼は立派な簿記の技術を身につけて，定

員会の世話で職を見つけました。現在，彼は松葉づえが離せ

ませんし，一生その状態は続 くで しょうが，完全に自活 して

恥ます。彼は父親 夫 としての責任を果たしているのです。

また，ある大祭司の家族ですが，．１０人の子供がいて ５部屋

きりの家に住んでいました。父親は不治の病で，ほんの しる

し程度の収入 しかありませんで した。 ところが，彼の属す る

定員会で家屋拡張の計画を立てて，床面積をちょうど２倍に

して くれだので，ひと部屋に３人以上の子供が寝 るというこ

とがなくな り，浴室もふたつ増えました。父親は改築が終わ

る直前に他界 しましたが，定員会が改築費用を負担 し，労力

もすべて提供 して くれま した。今未亡人と子供たちは，教会

員の建てた立派な家に住んでいます。これが定員会本来のあ

るべき姿です。

今あげたことは，定員会の福祉活動 としてはおそ らく珍し

いで しょう。 しか しこれほど大きなことでなくとも，同 じよ

うに大切な福祉活動の例はまだたくさんあります。神権定員

会は，教会員の家族が適当な準備をして問題を回避できるよ

うに手伝い，自立できるよケに援助する，という責任を持っ

ています。

定員会会長の責任は，会員の中か ら，困っている会員に役

立つ技術や才能を持？た人たちを捜 し出すことです。それは

教育相談，職業相談，技能習得，職業再訓練などといった種『

類の奉仕です。 ． 一

援助活動で最も重要なもののひとつは，家計 と家庭経済の

ことです。多分，一番問題が多いのは経済的なことだと思い

ます。その大事な分野で腕をいかんな く発揮して奉仕できる

のは，教師や実業家や会計士などの人たちです。

教会員の必要としているものを全部考えそみれば，利用で

きる技能や能力が次々と浮かんで くるでしょう。それらの技

能，能力は，入に与え，犠牲を払い，ひいては成長 と進歩に

つな泰る機会を もたらして くれるのです。

リー大管長は， 「与えるには，あなたが今持 っているもの

で充分である」と言われました。まったくその通りです１幸

せな夫婦は恵まれない夫婦を助け，実業家や専門家や職入は

１０６

、

災害 に見舞われ ると，昨年合衆国サ ウスダ コタ

州 ラピ ドシテ ィーで起 きた洪水の よ うに，現地

の支部が教会員救援の責任を とる。 ソル トレー

クシテ ィーの教会本部か らの援助は ご くわずか

で， ラピ ドシテ ィーの聖徒たちは独 自に救援活

動 を展開 した。

労働 の原則が根本であ り，それは若い とぎか ら

学 ぶこ とが できる。

自分の才能を他の人たちに分かち与えること。ひとりぼっち

の未亡人がいれば，必ずペンキ塗 りや力仕事や修理の仕事が

あるはずです。 このように，やろうと思えばどんな入にも分

かち与える機会はあるものです。

エンサイン １神権の福祉に重点が置かれていますが，アロン

神権についてはいかがで しょうか。

チャイル ド兄弟 ：学校を卒業 しているにもかかわらず，まだ

自分で家族を養 うという責任を引き受けるだけの準備ができ

ていないという若者は，かなり大勢います。そのために，後



々になって福祉援助が必要になるという事態を防 ぐ事前の防

止措置として，教育相談や職業相談，職業指導が必要になり

ます。目下のところ，アロン神権のほかのすばらしいプログ

ラムと並んで，このプログラムも大 きな効果を及ぼしていま

す。準備や教育についての全体的概念が，アロン神権者訓練

の成否を決める鍵 となります。

エンサイン：チャイル ド兄弟，中には，自分は人に与えるよ

うな技能を持たないと思っている人がいます。そのような人 ．

たちは何を与えることができるでしょうか。

チャイル ド兄弟 ：愛の奉仕を捧げることができます。それが

できない人はいません。例をあげると，私たちはある調査を

行ないま したが，ひとつのステーキ部で病院に援助を申し込

んだ７０歳以上の老人のうち，半数以上は体の健康 な 人 で し

た。 もしだれかが， 「あの人に １時間本を読んであげましょ

う，ある・いは １日に １回具合を見に行きましょう，あるいは

．訪問 して庭の手入れをして
，新聞を読んであげましょう」 と

言 ってあげさえしたら，．お年寄 りは病院に行 く必要がなかっ

たに違いありません。福祉活動は奉仕できる人と奉仕の必要

な人を結びつけるものです。それには扶噛協会やヤングアダ

ル トやスペ シャルインタレス トあ全員が含まれ，神権の指導

の下で一緒になって働 くのです。

エンサイン ：教会の福祉プログラムが世間の注目を集めた理

由として，災害時の救済対策があげられますが，そのような

大規模な救済活動はどのようにして組織されるのですか。

チャイル ド兄弟 ：教会のごく初期の時代から，教会員のこの

世的な必要が満た．されうように世話す ることが，監督の責任

で した。困窮者に支給する物資が足 りなければ， 自分のワー

ド部で余っている物を近隣のワー ド部の監督たちと交換 して

それを手に入れることができました。 この考え方か ら教会全 ’

体にわたる生産，配給制度が生まれたのです。

しかし，援助はあくまでも地方単位で行なうことが原則で

す。 「これ，……日の栄の世界の下に在 る他の一切の生 くる

者の上にわが教会員の自立せんがため」（教義 と聖約７８：１４）

と言われている通のです。この意味は，まず最初にその家族’

の中で助け合い，次にワー ド部，さらにはス テ ー キ部，地

区，地域 というように援助が要請され，最後の手段 として全

教会の援助機関が動員されるということです』最後の手段が

講 じられるのは，教会本部が特別に承認した災害についてだ

けです。

この原則を示すものどして最近のふたつの例を見てみまし

ょう。合衆国サウスダコタ州 ラピドシティーで大洪水が起き

たとき，地域の聖徒たちはす ぐさま，さかま く洪水の中で犠

牲者救援活動を開始 しました。衣料や寝具や温かい食べ物が

地方の教会組織の世話で提供されました。ソル トレークシテ

ィーか ら輸送されたのは，ベ ビーフー ド，おしめ，毛布など

が トラック１台分だけでした。

もうひとつの例は，去年の１２月にごカラグアのマナグアで

起 きた地震です。ソル トレークシティーか ら現地の聖徒に送 ・

られたのは腸チフスの血清だけで した。それ以外の援助はみ

なその地方だけで行ないました。コスタリカの聖徒たちが救

援物資を用意 し，政府機関に働きかけて，計画を実行 したの

です。注 目すべきことは， このときマナグアで政府団体以外

で，救援活動を許可 されたのは， この教会だけだったことで

す。

エンサイン ：チャイル ド兄弟，あなたはこれまで １年半の間，

教会福祉活動の実務部長の責任を集たして来られましたが，

この活動に対する証をお聞かせ下さい。

チャイル ド兄弟 ：いささか理想的すぎるかもしれませんが，
　 まち

福祉活動め責任は，人々をエ ノクの市の民のようにすること
まち

だ と思 うのです。その市は，住む人が心と精神をひとつにし

て義しく生活し，貧しい人がひとりもいなか った左めに，天
まち

に とりあげ られ ま した。 きっと，エ ノクの市 の人 た ちは霊的

’に も物質的 にもお互 いに助 け合
った と思 うのです。私 た ちば

そのよ うにな らなければ， とて も身を変え られた り，聖 め ら

れ た りされ ないと思 います。私た ちは喜 んで与 え ること，品

物 とい うよ りはむ しろ自分 自身を人 に捧げ ることを，人々に

教 えな くて はな りません。主 は！８３４年 に， ジ ョセ ブ ・ス ミス

に こうお っしゃ って います。

「この故 に
， も．し何人 た りともわが造 りし多 くの物の中よ、

り取 り， わが福音 の樟法 に従 いて こ■れ を貧 しき者乏 しき者 に

自己の取前 をわかつ ことをせ ざる時 は，悪人 と共 に地獄 に落 引

ちて苦悩 を受 け 目を挙 げて望 み視ん 。」 （教義 と聖約１０４：１８）

‘
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質 疑 応 答
この記事は，教会の教義を宣言するものではな く，

読者の理解を増す助けとするためのものである。

「堕落する前に子供をもうけることができなかった

にもがかわらず，なぜ主はエデンの園でアダムとイ

ヴに殖えよと命 じられたのですか。ニーファイ第一

書 ３章 ７節に記されている 『主が命 じたもうたこと

には，人がそれを為 しとげるために前以てある方法

が備えてあり，それでなくては，主は何の命令も人に

下 したまわない……』という聖句を考えるときに，

特にこの点が疑問に思われます。」

解答／ラドロウ兄弟

この疑問 について考 える際，最 も大切 なことは， アダム と

イヴはエデ ンの園 にい たとき，果 た して子供 を もうけ るごと

がで きなか ったか否か とい う点であ る。聖典 には， アダム と

イヴは子供を もうけることがで きなか った とは記 され ていな

い。 ただ， アダ ムとイヴは善悪 を知 らず，罪 のない状態 に留

まってい たと したら， ふた りは子供 を もうけるこ とはなか っ

たであろ うと記 されている。

例 えば，堕 落以前 の アダム とイヴの状態 について述べ た次

の り一ハイの言葉 に注 目してほ しい。 「また， アダムとイ ヴ

は子供 を もうける こともなか ったで あろ うし，それか ら不幸

を知 らないか ら喜 び もな く，罪 を知 らないか ら善 もな さず，

そのまま罪が ない状態 に留 ったで あろう。」 （皿ニ ーファイ ２

：２３） この聖句 は， アダムと・イヴはエデ ンの園で子供 を も

うける肉体的能力を備えて いた （それ故， 子供 を もうける こ

とは可能であ った）， しか し，罪 のない状態 のままである限

り，決 して子供 を もうけ ることはなか ったであろ う， とい う

ことを示 してい るよ うに思 え る。 アダム とイヴはエデ ンの園

では罪のない状態であ ったので，裸 であ ることさえ気づか な

か った ことを思 い起 こしてほ しい。

次のよ うに 自分 自身 に問 うた ときに， それが宗教上の疑問

を理解 す る助 け となる ことが あ る。 「天父 はこれを ほか にど

んな方法で果 たされ るだ ろ う」 と考 えると，例えば，天 父は

アダ ムとイヴの堕落か ら生 じた避 け られない状 態を，そのほ

か にどんな方法で得 ることが おで きにな っただろ うか。次 に

挙 げる ４つ の方法が考 えられ るが，主 の とられた方法 のみが

受 け入れ ることので きるものであ る。

１．主が世を，悪 と罪 が初 めか ら存在す るよ うに創造 して

お られた らどうであろ うか。 この場合，神 はすべての悪 と罪

に対 して責任 を負 うことになる。

２．私 たちが いか なる罪 も犯す ことがないよ うに，神 が世
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を創造 しておられたらどうであろうか。すなわち，神が私た

ちにいかなる律法をも与え られなかったとしたらどうであろ

うか。このような状態では，私たちは決 して律法を破 ること

（罪を犯すこと）がないのは事実である。そしていかなる悪

も，苦痛 も，病いもなかったであろう。しかし， もし罪が存

在せず，それに伴 う罰 も苦悩 も存在 しなければ，善も，また

律法に従順 に従 うことによる祝福 と喜びも得 られない。 この

ような世界を望む人はひとりもいないであろう。

３．律法は与えられる （選択の機会はある）が， 自由意志

（選択の自由）が私たちに与えられないような世を神が創造 ・

しておられたとしたらどうであろうか。 この状態のもとでは

実際の成長があり得るであろうか。 しなければならないとい

う理由だけで物事を行なう場合，そ こに何の進歩が見 られる

だろうか。また，私たちに物事を選択する自由が全 く与えら

れていない場合，公平な神は，私たちの行ないの責任をどう

して私たちに課す ことがおできになるだろうか。

４．そのほかの方法 として，主のとられた方法がある。主

は罪 と悪のない世を創造され，アダムとイヴを罪のない状態

でエデンの園に置かれた。次いで主は，アダムとイヴに律法

（選択の機会）を与えられ，また自由意志 （選択の自由）を

も与えられた。次に， これは非常に大切な点であるが，主は

アダムとイヴが罪のない状態で犯 したいかなる過ちに対 して

も，ふたりにその責任を負わ茸 られなかった。 －

神は地球を創造 される以前か ら，アダムとイヴが子孫を持

つためには，ふたりが堕ちる必要のあることを知っておられ

た。それ故イエス ・キリス トは，地球の創造される以前にお

いてさえも，アダムとイヴの堕落：による律法の違背に対 して

御 自ら正義の律法で要求される償いをすることに同意された

の宅ある。聖典には救い主について， 「世の初めからほふら
亀

れた小羊」 （欽定訳黙示１３：８） と記 されてい る。また，イ

エス ・キ リズ トが地球が創造 され る前 に瞭 いの業を なさるこ

とに同意 してお られ た ことは，聖典 の中か らうかが える。

（１ペ テ ロ １：１９，２０；エペ ソ １ ：４ ；モーセ ５ ：５７；教義

と聖約 １２１・：３２；モーサ ヤ１８：１３；イテル ３ ：１４）

質問 の ２番 目の点 は，要す るに 「殖 えよ とい う戒 めが守れ

るよ うに，主 はなぜ アダム とイヴのたあに道を備え られ なか

ったのか」 とい うことで ある。

主は その道を備え られた とい うのが， この質 問の答 えであ

る。

主は この神権時代 にジ ョセ フ ・ス ミスを通 して， 堕落前後

のアダムとイヴの状態について， さらに多 くの ことを明 らか

にされ た。事実 アダムとイヴがエデ ンの園か ら追 い出 され，

天使か らイ エス ・キ リス トの ことを教え られた後 にふた りが

語 った言葉を，主は予言者 に回復 された。その とき天使 はア 』

ダみに，’イエス ・キ リス トが無条件に彼 らの轡を贈われ， ま

た堕 ちてか ら後に犯 した罪については， 各 自の悔改 めを条件

に購われ ることを告げたのであ った。

「その 日
， アダ ム神を讃 めて 『みたま』に満 たされ， この

世 にあ るすべての巻族 に就 き予言 し始φて言 いけ るは，神 の

御名は讃 むべ きかな。 われ罪を犯 せ し故 に， わが眼は開けた

り。われ この世 に生 きて悦 びを受 け，われまた再 び肉体 に在

りて神を見ん。
ｉ噛騨

彼の妻イヴ， すべて これ らのことを 聞き喜びて言いける

ぽ， もしわれら罪を犯 さざりせば，われら子孫を得ざりしな

らん。また善悪の区別 も知 らず，われらの瞭わるる喜δも知

らず，すべて従順なる者に神の賜わる永遠の生命 も知 らざり

しならん， と。」（モーセ ５：１０，ｎ）

教会教課企画調整主任

ダニェル」Ｈ ・ラドロウ
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「全地よ
，主 にむか って喜 ば しき声 をあげよ。 ……」 （詩

篇９８：４） 音楽 は 自らの持 てる領域 を維持 しなが ちも，人

の気分や感情 を表 わすのに話 し言葉以上の働 きをす るときが

しば しばあ る。聖典 には，神へ の愛や敬意を表現 した例 が数

多 く見 られ る。

ソロモンの時代 の神殿の奉献の様子 が次のよ うに描 かれて

い る。 「祭司 はその持 ち場 に立 ち， レビび とも主 の楽器 を と

って立 った…タピデが彼 らの手 によ ってさんびをささげる と

き……祭司 は彼 らの前 で ラッパを吹 き，す べてのイス ラエル

び とは立 っていた。」（歴代志下 ７ ：６ ；５ ：１２－ １３参照）

またほかの時代に も 「シンバル と立琴 と琴 を もって神 の宮

の務を した……主の うたを うた うことのために訓練 され ……

…」 とあ る。 （歴代志上２５：６－ ７）

後 に，ダビデ王は，ラッパの声を もって主をほめたたえよ，

立琴 と琴を もって主を ほめた たえ よ，鼓 と緒琴 と笛 を もって

主を ほめたたえ よ，音 の高 い シンバルを もって主 をほめたた

え よ，鳴 りひび くシンバルを もって主 をほめたたえよ， と言

ってい る。 （詩篇 １５０：３－ ５）

また次のよ うに もあ る。「新 しき歌 を主 にむか って うたえ。

……主にむか って喜 ば しき声 をあげよ
。……」 （詩篇９８：１，

４） 「主 にむか って歌 え，主を ほめうたえ… …」 （詩 篇１０５

：２） 「昔 ダビデ および アサフの日には，歌 うた う者 のか し

らが ひ とりいて，神 にさんび と感謝 を ささげ る事 があ った。

またゼルバベルの 日および ネヘ ミヤの 日には， イス ラエル び

とはみ な歌 うたう者 と門を守 る者 に 日々の分 を与 え……」

（ネヘ ミヤ！２：４６，４７）

「また ヒゼ キヤ王およびつか さたちは レビび とに命 じて
，

ダビデ と先 見者 アサ ラの言葉 を もって主 をさんび させ た。彼

らは喜 んで さんび し，頭 を さげて礼拝 した。」（歴代志下２９：

３０）

予言者 アル マは，へ りくだ った従順な人々 に対 して， その

イエス ・キ リス トへの信仰の故 に 「贋いを与 え る愛 を讃美 す

る歌 を唱」 うよ う励 ま してい る。 （アル マ ５ ：２６；２６：１３参



照） また聖徒 らが 「子羊 の右手 に立つべ し。 この時主は シ

オ ンの山 と……子羊 の歌 を唱 わん」 とい うこ とも聖典か ら知

る。 （教ｉ義と聖教 １３３：５６）

新約聖書 には次 のよ うに記 されて いる ： 「なお，わた しが

見 ている と，見 よ，小羊が シオ ンの山に立 っていた。 また，十

四万 四千 の人 々が小羊 と共 にお り，……彼 らは，御座の前，

四つ の生き物 と長老 たちとの前で，新 しい歌を歌 った。 この

歌 は，地か らあが なわれ た十四万四千人のほかは， だれ も学

ぶ こ とがで きなか った 。」 （黙示１４：１－ ３）

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が組織 されてす ぐに，神 は

エマ ・ス ミス に次のよ うに教え られた。 「汝 はわが為 に聖 な

る歌を選びてわが教会の用 に供 す るを得 ん。 すべて 心 の 歌

は，われの悦びな り。彼 らの頭 に祝福 を与 えてその応 えとな

さん。」 （教義 と聖約 ２５：１１， １２） またイス ラエルに対 して，

主 は予 言者 ブ リガ ム・ヤングを通 して，「もし汝心楽 しき時 は

歌 を唱い楽 を奏 し舞踊 を舞 い，讃美 と感謝 の祈 りを もて主 を

讃 め称 えよ」 と言 ってお られ る。 （教義 と聖約１３６：２８）

音楽 によ り主 を讃美す ることについては，聖 典の中で多 く

語 られ ているが， ここで私 たちはよ く識 別 しなければな らな

い。 なぜ な ら，すべての音楽 が礼拝 に適切 であ り，称賛 に値

いす るとは限 らないか らであ る。 レーマン， レ ミュエル， そ

してイス ラエル の息子 たちとその妻 た ちは， 「……心 が浮か

れ， おど りを お どり歌を唱い無礼な話 を始 め，果 ては非常 に

粗 暴 となるに至 った。」 （１ニー ファイ１８：９） そ して旧約

聖 書では， アモスが邪悪 にな ったイス ラエルの民 に，主 は

「あなたがたの歌 の騒 が しい音」 や 「あなたが たの琴の音」

を聞 きた まわない と警告 した。 （アモス ５ ：２３）

音楽 は人 の霊 を高 め， 勇気 を与 えて くれ る。サ ウル王 が気

落 ち している ときに， ダ ビデ は，琴を とって奏 でたのでサ ウ

ル王 は気が静 まった。 （サムエル上 １６：２３）

パ ウ ロとシラス は， ピ リピの牢獄 にいた とき， 「真夜中 ご

ろ…神 に祈 り， ～もんび を歌 いつづ けた……」 （使徒 １６：２５）

ま たジェレ ドの民は犬海原 を渡 るとき， 「一 日中主 に讃美の

歌を捧げ」 た。 （イ テル ６ ：９）

しか し，捕 われの身 であ ったユダヤの民 は，彼 らを捕 えた

人々のために歌 うことは しなか った。 「バ ビロンの川 のほと

りにすわ り， シオ ンを思い出 して涙 を流 した。 われ らはその

．中のやなぎにわれ らの琴 をかけた。 われ らを と りとに した者

が， われ らに歌 を求 めたか らで あるげ …… 「われ らにシォ ン

の歌 を一 つ うたえ』 と言 った。 われ らは外国 にあ って， どう

して主 の歌 を うたえようか 。」 （詩篇１３７：１－ ４）

音楽 は福音 を教 えるの に使われ る。使徒パ ウロは，聖徒 た

ちにこのよ うに書 き送 った。 「キ リス トの言葉 を， あなたが

たのうちに豊か に宿 らせな さい。そ して，知恵 をつ くして互

に教 えまた訓戒 し，詩 とさんび と霊 の歌 とによって，感謝 し

て心か ら神をほめたたえな さい。」（コロサイ ３ ：１６） 「主 に

むか って 心か ら さんびの歌を うたいな さい。」 （エペ ソ ５ ：

１９） と書 いてい る。

ソロモ ンの時代 の，神殿奉献 の際 の音楽 についてはすでに

述べた。 イエス と十二使徒 は最後の晩餐を とった後，讃 美の ．

歌 を歌 った。 （マルコ１４：２６参照） モロナイ もまた，教会

の集会 での音楽 につ いて語 って いる。 「聖霊 の力が導 くまま

にあるいは道を説 き… …あるい は讃 美の歌 を唱 った。」（モ ロ

ナイ ６ ：９）

聖典 はシオンの購いの歌 について告げてい る。 「あなたの

見張 りび とは声をあげて，共 に喜 び歌 ってい る。 ……声を放

って共 に歌え。主 はその民 を慰 め， エル サ レムを あが なわれ

たか らだ。」 （イザ ヤ５２：８， ９）

「主は シオ ン』を轡 め
，… …その中 に喜 び と楽 しみ とがあ り，

感謝 と歌 の声 とが あるσ主 にあがなわれ た者 は，歌 いつつ シ

オ ンに帰 って きで ・・…」 （イザ ヤ５１、：３，１１）

その 日聖徒 らは， 「声 を挙 げ共 に声を合せて この新 しき歌

を唱 わん。 ……主 は再び シオンを興 しませ り。主 は恵 み もて

その民 イスラエルを選……」 （教義 と聖約８４＝９８，９９）ばん 。

１１１



涙 に曇 る目は

見 る こ とが

で きな い

エ レ イ ン ・キ ャ ノ ン

夫の死はつらい出来事です。本当の

悲しさは本人にしかわか りません。そ

のような別離にあたって気丈に苦しみ

を乗 り越えるには，いくつかの道があ

ります。時間も死の傷跡を和らげて く

れるでしょう。しかし，いつか再び会

えるという知識こそが，別離に耐える

力を与えて くれるのです。日の栄光の

結婚をした夫婦は，自分たちがいつか

再びまみえることを知っています。で

すから，この上ない寂しさに見舞われ

たときに私たちの必要とするものは，

単なる慰めではありません。必要なの

は，寂しさに耐えかねて自母を見失う

ことな く，心に平安と希望を得るため

の導きであり手段なφです。

どの婦人も自分な りの方法でそのチ

ャレンジに立ち向かわな くてはなりま

せん。以下の記事は，教会幹部の未亡

人がいかにして悲しみに打ち勝ち，意

義ある豊かな人生を築いているかの紹

介です。

１１２

御恵みを

数 えあげま しょう

「夫が就寝中に急死 したとき，私の

世界は閉ざされてしまったように思わ

れました」 と，十二使徒評議員マシュ

ー ・カウリー長老の未亡人エルバ ・カ

ウリー姉妹は語 ります。 「私はいつも

外出するのが好きでしたが，陽の光が

さんさんと降り注 ぐ日さえ，かえって

その空の青さが私の心に重 くのしかか

って くるのでした。人々を見ると，ど

うしてあのように笑いながら道を歩 け

るのだろうと不思議でした。」

それは２０年近 く前のことでした。今

カウリー姉妹はこう言うのです。 「愛

する人の死は，人々がこの世で経験す

る幾つかのことに比べれば，楽なもの

です。そのことを知ったのは，初等協

会小児病院で働 き始めたすぐの ときで

した。私 はその仕事を持 って初めて，

人生 に新たな喜びを見出したのです。」

カウリー長老の葬儀を終えてす ぐ，

エルバ姉妹は家でふさぎこんで悲 しん

でばかりもいられない事態に直面 しま

した。彼女には養育 しな くてはならな

い養子があり，生活をなんとかしな く

てはならなかったのです。彼女は初等

協会小児病院の理事の仕事 につき，障

害児の母たちの，悲痛や死に立ち向か

う態度が違っていることに，心を留め

たので した。
「ある人は何かを得，そこから大事

なことを学びます。でもある人はただ

くじけて しまうだけです。ある日のこ

とで した。若い母親が，気の毒 に見た

こともないほどひどい奇形の赤 ちゃん

を抱いて来て，私に言いました。 『私

は天のお父様が私を愛しておられるこ

とをよく知っています。だって神様 は

私がこの小さい霊を愛して大切 にする

とわかって，この子を送って下さった

のですか ら』と。その日からです。私

は自分の受けている恵みを数え始めま

した。何とたくさんの恵みがあること

で しょう。主はそのように，私をも愛

して下さるのです。私はサタンが誘惑

に使う暗いよくない気持を，心に起 こ

、

してはいけない と知 りま した。」

カウ リー夫妻 は大の収集家 で した。

アパ ー トは世界 中の興味深 い品 々で埋

ま っています。 ロイヤル ・ドル トンの

水差 しのすば らしい コレクシ ョンや，

ニ ュージー ラン ド滞在中 にフ ァンにな

ったマオ リ文化 の珍 しい品物が並んで

います。今， そのひとつ ひとつを見な

が ら， それ を買 った場所や情景を考 え

る と， カウ リー姉妹の胸 には，ふた り

で伝道部を まわ り，世界各地 の聖徒 を

訪れ た旅の数 々が鮮やか に浮かびあが

って くるのです。

「初め
， このよ うな コレクシ ョンに

囲 まれて いるのは苦痛で した。 で も今

は慰め にな ってい るのですよ。 これ ら

の品は 日記のよ うです。聖徒 たち と共

に したすば らしい神聖 な経験 の記録 な

のです。思 い出がた くさんあれば， ひ

とりぼ っちもそ うこわい ものではあ り

ません 。」

小柄で可愛 らしく，実際の年齢 よ り

も若 く見 えるカウ リー姉妹 は， 暇を持

たない ことが大事だ と考 えています。

彼女 は神殿職員で，デパ ー トのダイ ヤ

モン ド売場で働 いて います。 「どん底

に沈 め ば，忙 しい生活が， また上 に引

き上げ て もくれ るで しょう」 と，彼女

は語 って います。

マ シ ュー ・カ ウ リー 夫 人



信者 の模範 と

な りま しょう

「や もめ にな るとい う大変 な苦 しみ

に勝つ方法 はただひ とつです。福音 に

生 きることです。そ うすれば主 が平安

を与えて下 さいますよ。」 １９６８年 に死

去 す るまで十二使徒評議員会補助 の任

にあ った ウィ リアム ・Ｊ ・ク リッチロ

ウ ・ジ ュニ ア長老 の妻， アンナ ・マ リ

ー ・クリッチロウ姉妹 は この ように語

ります。

クリッチ ロウ夫妻 はすて きな恋愛小

説 の中 に出 て くるような４４年間を送 り

ま した。姉妹が１７歳 で，すでにス テー

キ部の系図 プログラムのエキスパー ト

になって いた頃 に， 日曜 学校 のハイキ

ングで初めて会 って以来， ふた りはず

っと恋人同士で した。

今 ク リッチロウ姉妹 が一番 なつか し

く思い出すひ とつの ことは， いつ もふ

た りきりで とった昼食 の ことです。夫

妻 はそれほ どに一緒 にいる ことが楽 し

か ったのです。で も現在 は， ３人の子

供 と大勢 の孫 たちが集ま って きては面

倒 をみた り，様子を気づか って くれま

す。

クリッチロウ姉妹は神権の賜 をよ く

理解 して いるだ けに，温和 と上 品 さを

備 えた穏やかで威厳のあ る婦人 です。

彼女は こう言います。 「私 は これまで

の生涯を，いつ も神権 に感謝 して過 ご

して きました。今 はひと りなので，神権

は前 よ りももっと大切 です。愛す る夫

と死別 して悲 しんでいる女性 にお勧 め

したい ことがあ ります。必要 なときに

は神 権の癒 しの儀式 を受 けて下 さい。

寂 しさは変わ らな くて も，心 は平安 に

な ります。私 は ９歳 の年 に脊髄膜炎 と

い う重病 にかかって，医師 は，治 った

として も歩 くことも聞 くことも見 るこ

ともで きな くなると言 いま した。その

ときに，神権が立派 な医師 よりも大 き

な力 を持 つ ことを知 ったのです。私 は

祝福を受けま した。 そ して医師 たちが

宣 告 した数々の問題 は皆拭 い去 られた

のです。私 はいつ も，必要 なときには

神 権の助 けを求 めて きま した。」

彼女 は総大会 やテ レビのブ リガム ・

ヤング大学 の宗教番組 をめったに欠か

した ことがな く，福音 につ いて さらに

多 くの ことを学 ぼ うと， いつ も日曜学

校 に出席 しています。 「福音を知 らな

ければ守れ ない」か らです。

「思 い出す とどうにも悲 しくな るこ

とといえば，祖 母の ジェプ ソンおばあ

さんの ことです。彼女 は４２の年 で， １１

人 の子供をかかえて夫 に先立 たれま し

た。福 祉 も保険金 もなか ったのです 。」

ク リッチ ロウ姉妹 は こう回想 します。

他 の人 の心 ，特 に信者 の模範で ある人

の心 か ら私 たちの心 に，何 という慰め

の糸が引かれる ことで しょうか ／

ウ ィ リア ム ・Ｊ ・ク リ ッチ ロウ ・ジ ュニ ア 夫 人

熱心に

仕事 を しま しょう

「「私 たちが強 さを求 める
。す ると神

は私 たちを強 くす る困難を与えて下 さ

る。私 たちが勇気を願 う。す ると神は

打 ち勝つべ き危険を与えて下 さる。私

たちが恵みを求め る。す ると神 は機会

を与 えて下 さる。」 私 はジ ェール ・ジ

ョンソンの この言葉 を， カレンダーの

脇 に置いています。」 マダ リン・Ｂ・ワ

ース リン姉 妹は続 けて こう語 ります
。

「今ひ とりになって
， この言葉が本 当

だ と前 よ りもよ くわか るよ うになりま

した。 これは私 に とって大 きな励 ま し

です。私 は これ まで の人生 よりも今の

方 が，学 ぼ う，人格 を高 めよう，良い

生活 を しよう ともっと努力 してい ると

思 うのです。 ワース リン監督 は今私 の

ために場所を用意 しています。ですか

ら準備 したいのです 。」

こう語 るのは，教 会の前管理監督 ジ

ョセブ ・Ｌ ・ワース リン監督 の未亡人

です。夫妻 には ５人 の子供 と２７人 の孫

が います。既婚者 は皆神殿結婚を して

います。子供 たちは全員伝道 に出て，

修士号 や博士号 を取得 しま した。 ワー

ス リン姉妹 は， 「私 たちは子供 を育て

る上 で福音 の原 則か ら離 れ ることはで

きませ ん。死 という試練や寂 しさを避

けて通 る こともで きません」 と言 って

います。

活気 にあふれて気 丈な彼女 は，今年

イスラエルへの旅行を計画 して い ま

す。彼女は，別離 の試練 は避 けて通れ

ないのだか ら，自分 を順応 させて，つつ

ま しく己れを保 つべ きだ と考 えて いま

す 。彼女 は昔 と同様現在 も多忙で，多 く

の良い仕事 に熱心 に携 わって います。

「私 は死 を こわい とは思 いません
。

自分は福音 を理解 していると思 います

し，会 う方 たちにはだれ にで も福音の

真理 を追求 しなさい と勧 めます。夫 と

また会 える ときが楽 しみです。夫が初

めて伝道 に出た とき，私は夫を待 ちま

した。 これ まで夫が教会の責任 に携 わ
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ってきた間，数え切れないほど何度も

夫を待ったものです。今回は，ほんの

少 し長 く待つ ことができます。夫がい

なくてとても寂しいですが，悲 しくは

ありません。私たちが正しく生活 した

なら，この世にも次の世にも約束 され

た祝福が必ず実現すると心から信じて

いるからです。

夫が自分の召しや主の勧告に対 して

尽 くした献身を，私はよ く知っていま

す。私はずっと夫を支持 してきました。

進歩 しよう，必要なら友だちや家族の

人たちを助けよう，国家のためにも良

いこと，大切なことを支援 しようと努

力 している私を，夫はきっと支持 して

くれていると思います。それが神様の

計画 じゃありませんか。死に出会 うと

しばらくの間はそれで終 りのように思

えるかも知れませんが，長い目で見れ

ば，事の全容がわかってきます。私た

ちの責任は，創造主 と会 う用意をする

ことです。再び会えるということは，

すばらしいことではありませんか。」

ジ ョセ ブ ・Ｌ ・ワー ス リン夫 人

紬
・鍵煽

１１４

轟

信仰 の試 しに

打 ち勝つ こと

故十二使徒評議員 リチャー ド・Ｌ ・

エバンズ長老の妻 アリス ・ソーンリー

・エバンズ姉妹は，ひどく使い古 した

感 じの三大聖典の合本を手に取 って次

のように語りました。 「イテル書１２章

６節を読みたいと思います。 『……そ

れであるから，あなたたちは自分がま

だ見ていないからと言 って疑ってはな

らない。信仰の度を試 してか らでない

と証明が得られないか らである。』 長

年愛してぎた夫を失 うことは，人の信

仰の度を試すものだということを，私

は今知 っています。この信仰こそ，その

ようなときに私たちが頼 りとしなくて

はならないものです。私たちは ４人の

息子に，信仰の上に立って生きること

の大切さを教えてきました。短 い話を

して，信仰についての自分の証を話 し

てきました。そして突然，夫の死と共

に，私に大きな試練がやってきたので

す。気持を落ち着かせるのが難 しいこ

の時期に一番の助けとなったのは，夫

のリチャー ドもキリス トと同じく生 き

ているという確信でした。けれども，

その信仰がない人たちはいったいどう

するので しょう。」

エバンズ家は楽 しい雰囲気に包まれ

ています。書籍や音楽やおいしい食べ

物の匂いがいっぱいです。友だちから

はひっきりな しに 「アリスの様子を尋

ねる」電話がかかり，孫や多忙な息子

たちはおやつをつまみに立ち寄 ったり

訪問 したりします。一家の柱を失っ「た

大きな悲しみにも，慰めに訪れる友人

たちの心をなごます愛 と信仰の雰囲気

があるのです。

リチャード・Ｌ ・エバンズ長老は，

教会だけでなく社会的にも重要な人で

した。その 「最愛のアリス」は，将来

あるバイオリニス トの地位を投げ打っ

、

て，重責に当たる夫を助けたので した。

現在彼女には夫の未整理の個人ファイ

ルが９０箱分もあり，出版社やレコード

会社の締切りが迫っています。悲しく

て も仕事はしなければなりません。

アリス ・エバンズ姉妹はこう話 して

います。 「仕事は恵みです。また聖書

にあるように ｒ行ないのない信仰は死

んだもの』です。信仰について話すば

かりではいられません。それを人生の

問題に応用しなくてはいけません。パ

ウロは 『わたしを強 くして下 さるかた

によって， 何事 で もすることが でき

る』と言 っているでしょう。ですか ら

夫が死んで自分の生活が変わったとき

私はあるものを拾い集めてほかのこと

を始めたのです。」 、

教会幹部 とその妻は，人々が問題を

持 っていること，世界を手中におさめ

たと見える人々さえ問題を抱えている

ことを知る立場にあります。アリス ・

エバンズ姉妹も，問題に悩む人たち，

特に未亡人や独身女性を心にかけて，

多 くの時間を費やし，素晴らしい愛 と

善意を分ち与えています。エバンズ姉

妹は言っています。 「自分が人々の愛

に包まれてきたことを思い，今 自分の

寂しさを年とった独身女性の寂 しさに

比べてみると，その人たちの問題は私

より大きいことがわか ります。私たち

はいろいろな形で信仰を試 されるのだ

と思います。その信仰の試 しに打 ち勝

つ ことは， 私たち それぞれ の課題で

す。」

リチ ャー ド ・ Ｌ ・エ バ ンズ 夫 人



良い言葉 を

語 りま しょう

七十人最高評議員会会員 のオスカー

・Ａ ・カー カム長老 が死去 したほん の

３ヵ月後 に，夫人 のアイダ ・マー ドッ

ク ・カー カム姉妹 は， 「良 き言葉 を語

れ」 とい う本 を書 いて出版 しま した。

この標題は， そのまま カー カム夫妻 の

人生 め標題で もあ ります。

「や もめになって気落 ち した ときで

も， 自分 の ことはあ とまわ しに して，

ほか の人 に喜 びを与 えてあげる ことを

忘 れてはいけませ ん。 それが福音の心

髄 ですよ」 と， カー カム姉妹 は言 いま

す。彼女 の夫 は１３年前 に亡 くな りま し

た。 それ以来，姉妹 はふ た りの習慣を

守 り続 けて，折 あるご とに聖句や良 い

言葉 を人 々に贈 ってきま した。聖句を

小 さな カー ドに書 いて，必要 と して い

る友 だちに送 る仕事 は，本 当に大勢の

人 の助 け となって きま した。

カー カム姉妹 は， 「良 き言葉 を生か

したい」 とい う夫 の願 いを大事 にす る

立派 な勇気 あ る婦人です。彼女 は娘 の

グ レース ・バー ビッジ姉妹 の協力を得

て， カー カム長老 の葬儀が終わ った直

後 に， 出版本 の構想 をま とめ始 めま し

た。 だれかが幸せ になるまで，悲 しみ

を乗 り越 えるまで見届 ける ことは，太

陽をふ りま くことと同 じよ うに賢 い こ

とで はないだろ うか と， カーカム姉妹

は言 います。 「そ うしたときに， きっ

と自分で何か の気持を感 じます」 と。

このよ うな彼女が最近重病 に伏 した と

き， 「水 の上 に投 げたパン」が，花 と

な り， カー ドとな り，数 々の友人 とな

って返 ってきたので した。

夫 の生前，夫妻 は共 々多忙で した。

カー カム長老 は人 々か ら愛 され る宣教

師，ス カウ ト指導者 であ り，姉妹 は 「ユ

タ開拓少女団」 （ＤａｕｇｈｔｅｒｓｏｆＵｔａｈ

Ｐｉｏｎｅｅｒｓ）会長で した。姉 妹は今 もそ

の顧 問を して います。 この奉仕 とい う

共通の関心 と， 「良 き言葉 を分 け与 え

る」 ことが， 夫妻 を堅 くひ とつに結 び

ま した。

カー カム長老 が死去す るわずか前，

家族 が集 ま って結婚記念 日を祝 いま し

た。 カー カム姉妹 は １枚 の聖句 カー ド

を用意 し， カー カム長老 は家族 の祈 り

の中でそれを引用 して，父親 として の

祝福 を施 しま した。 カー ドに書かれ た

聖 句は， その ときゐ神聖 な思 い出を呼

び さま して くれます。 「願 わ くは主が

あなたを祝福 し， あなたを守 られ るよ

うに。願 わ くは主 がみ顔 をもって あな

たを照 し， あなたを恵 まれ るように。

願 わ くは主 がみ顔 をあなたに向 け， あ

なたに平安 を賜 わるよ うに。」 （民数 ６

：２４－２６）

オ ス カー ・Ａ ・カ ー カ ム夫 人

神 に近 よ りま しょう

「夫は口ぐせのように
， この聖句を

守ろうと努力すれば，万事が必ず うま

くいくと言 っていました。それは教義

と聖約の８８章６７節です。 ｒ而 して，も

し汝 ら誠心誠意わが光栄を顕さんとす

れば，汝 らの全身光明に充たされて汝

らの中に暗黒なく，その光明に充ちた

る体はすべての事を理解せん。』 この

聖句は，私たちにいろいろな問題を解

決する鍵を与えてくれます。私たちが

神様に近よれば，霊に暗闇はなくなり

ます し，神様の目的を見誤ることもあ

りません。」

十二使徒評議員ジョージ ・Ｆ ・リチ

ジ ョー ジ ・Ｆ ・リチ ャー ズ夫 人

ヤーズ長老 （リグランド・リチャーズ

長老の父）の未亡人ベッツィー ・Ｈ ・

リチャーズ姉妹は健康があまりす ぐれ

ませんが，いろいろな良い書物を読む

ことが好きで，特に福音についての書

籍を読み，心を励ましています。

リチャーズ長老 と１９５０年に死別 して

ひとりになった姉妹は，子供たちの訪

問を楽 しみにし，彼 らの暖かい親切を

感謝 しています。彼女は死を少 しも恐

れず，互いに愛 し合い互いを頼るよう

になった夫婦を離す神の計画に，不満

を感 じてもいません。む しろ貴重な教

訓を学ぶ機会をありがたく思っていま

す。そして時々神殿を眺めては，未亡

人にとってあそこで行なわれる神聖な

儀式はどんなに大きな慰めだろうと考

えるのです。

リチャーズ姉妹はヨークシャーなま

りで，快活に語 ります。 「福音を理解

せずに夫 と死に別れた入は，ぜひとも

福音を勉強 して，それが正 しく理解で

きるように天父に助けを求めるべきで

す。私は福音が大好きです。何もかも
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きらせ なが ら言 いま した。

これを聞いた ドン ・タイはふ きげん

な顔 を して， 「き ょうはお祭で みん な

忙 しいんだ。 きゅうに言 われ たって そ

んなの こまるよ。夜 まで待 って もらお

うよ」 と言 いま した。

「それ じゃ
，わ た しがみんなをむか

えに行 こうかね 。」 お ばあ さん は静か

にそ う言 うと， たいぎそうに立 ちあが

りま した。

「おばあちゃん
，駅 まで ３キロもあ

るんだ よ。 それ にき ょうはお祭で人が

いっぱ いだか ら，おばあ ちゃんなんか

行 った ら，ふみつぶ され ちゃうよ。」

ドン ・タイは あわてておばあ さんを と

めま した。

それか らこわい顔を して２ ミン ・キ

ーの方をふ りむいて こう言いま した。

「ほん とうは親せ きなんか来 てないん

だ。ぼ くを追 っぱ らって， 自分が竜 の

しっぽ に入 りたいか ら陣 うそをついた

んだ ろう。」

ミン ・キーは 目をま る くして言 いま

した。 「この耳で聞い たんだ。人力車

を引 いて いるぼ くのお じさんがみんな

を見 たって。お じさんは友だ ちの コ ッ

クに話 してた よ。 ほん とうなんだ。」

友だ ちを うたが った 自分がはずか し
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くな った ドン ・タイは， うつむいて言

いま した。「ごめんね。」 そ して決心 し

むね

たよ うに ぐん と胸 をは り， こう言 いま

した。 「おにいさんか いないときはぼ

くががんば らな くちゃ。 うん，ぼ くが

駅へ むか えに行 くよ。 だか らミン ・キ

ー
， ぼ くのか わ りに竜 の しっぽ に入 っ

て くれないか 。」

おばあさんはに こに こしなが ら，銀

の竜 の うで わを見せて， こ う言 いま し

た。 「わた しの妹 もこうい ううでわを

しているか らわか るだ ろ う。 こ れ わ

ね， うちの家族の しる しなんだ よ。」

通 りはど こもあふれ る人で こったが

え して いま した。 その間を ドン ・タイ

はす ばや く通 りぬ けて行 きました。乗

客を いっぱいつめ こんだ二階だてのバ

スや人力車や， タクシーや手押 し車 が

は うよ うに通 りす ぎて行 きま した。

行列が大通 りをぬ うように進 んで行

くとき， ドン ・タイはその中 に大 きな

竜が おど りなが らね り歩 くのを見ま し

た。竜の足は， き らき らかがや く竜 の

体 の中 に入 って いるお となや子 どもの

足で した。竜の しっぽの中か ら見え る

いちばん小 さな少年の足を見て， ドン

・タイの心 には∫思わず くや しさが こ

みあげて きま した。 ドン ・タイ はどん

箋

な にその竜の しっぽの中に入 りたか っ

た ことで しょう。

ドン ・タイはふ と， チ ュン ・イェン

のいいつたえの ことを考 えま した。 そ

れは ２千年前 の ことです。 山の そば の

村 に大水 と火事が起 こり，村 はめちゃ

めちゃになって しまいま した。 ところ

がひ とりの男 の人 が家族を 山に逃が し

たので， この家族だ けが助か った とい

うことです。 それ以来， この 日を記 念

して，来年 もよいことが あります よう

に と，人 々は山に登 るようにな ったの

です。

さん橋 の近 くに来 ると， あたたかい

潮風 に ドン ・タイは思わず深 呼吸を し

ま した。海岸通 りの方 に向か って， 人

々がぞ ろぞ ろ歩いていま した。 この人

々は向か いの香港島に渡 って， い ちば

んえんぎのよいビク トリア山 に登 ろう

と して いるのです。満 員の渡 し舟が行

ったり来 た りして いま した。小 さなサ

ンパ ン （舟）が行 きか い， ワラ ・ワラ

（モーターボー ト）が ゴーゴー と音 を

立て て，忙 しそうに人 々を運んでいま

した。

ドン ・タイはや っとのことで駅 に着

きま した。 ところが駅 の中 に入 った と

たん， とほ うに くれて しまいました。



㌶ 講

み動 きもで きないよ うな人 ごみの中か

ら， どうや ってみんなをさがせ ばよい

ので しょう。

しか たな く帰 ろ うとした とき， ドン

・タ・イはみん なを見つ けま した。ず っ

とむ こうのすみ におばあさん と同 じう

で わを した，年 とった女の人が いたの

です。 そのそばにはお とうさん と，赤

ちゃんを おんぶ したおかあ さんがぴ っ

た りとよ りそ って いま した。

ドン ・タイはみんなの方 に歩 いて行

ってお じぎを し， 「わた くしが家 まで

ごあんないさせ ていただきます。み な

さんのために休む ところ も用意 して ご

ざいます」 と， じょうず な広東語で話

しか けま したＱ

おおお ばさんは，おばあ さん くらい

年を とって いま した。それで ドン ・タ

イは，何度 も途中でおおおば さんが歩

けな くな るのではないか と心配 しま し

た。どこか休 める所が あればい いの に。

その うち とうとう学校 に来 て しまいま

した。休 みなので学校 の中 はか らっぽ

で した。で も ドン ・タイが とび らを押

す ととび らは開 きま した。

、 「中に入 って休 んでいきなさい。」 ウ

ゆ

イルソン先生で した。先生 は， ドン ・

タイに話 しかけま した。 「きみは ミン

・キーの友 だちだね。 ど うして き ょう

竜の しっぽに入 らなか ったのカ≦ね。」

みんなが休 んで いる間に， ドン ・タ

イは残念 に思 っていることを一気 に話

し始 めま した。竜 の しっぽ の中 に入れ

なか ったことや，小 さな丘 にも登れな

いことを・ 偏

それを聞いた ウ ィル ソン先生 は， や

さ しくほほえみなが らこう言 いま した

「ドン ・タイ
， きみは家族 のために竜

の しっぽ に入 るのをあ きらめた， そ う

だね。 きみは とって も良 い子 だ。 きみ

のよ うな子 が学校 では必要 なん だ。 き

みを ミン ・キーのク ラスに入れ るこ と

に しよ う。」

「あ りが と う
，先生 。」 とつぜんの

ことなのでび っ くり した ドン ・タイは

小声でそ う言 っただ けで した。 で も，

学校で勉 強 してい るときの ことを想像

す ると， うれ しさが こみあげてきま し

た。

「それ じゃ
， みんなを家 に連れて行

きます。 日が くれ る前 にタイ ・モ山に

登 りたいですか ら。」

家 に向か って歩 きなが ら， ドン ・タ

イは うれ しそ うに口ず さみま した。

「あ したか ら学校
， うれ しいな。お正

、 ヒ

月は，竜の しっぽで行進，行 進！」
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